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ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
や
セ
ダ
ム
、
ア

ル
ケ
ミ
ラ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
六
合
の

花
は
、
J
A
あ
が
つ
ま
花
き
生
産
部
会

六
合
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
約
２
０

０
種
類
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
豊
富
さ
は
、
顧
客
か
ら
稀
少
な

花
の
要
望
を
受
け
た
市
場
が
、
「
六
合

に
な
け
れ
ば
、
手
に
入
ら
な
い
よ
」
と

応
え
る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
や
ア
レ
ン
ジ
を
際
立
た
せ
る

名
脇
役
と
し
て
認
知
さ
れ
、
そ
の
輝
き

を
放
っ
て
い
ま
す
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平
成
２
年
、
六
合
地
区
で
開
か
れ
た

講
演
会
の
内
容
は
、
「
花
づ
く
り
は
明

日
か
ら
で
き
る
」
「
道
端
に
咲
く
花
が

売
れ
る
」
と
い
う
も
の
。
現
在
、
花
き

生
産
部
会
六
合
支
部
長
を
務
め
る
黒
岩

正
善
さ
ん
ら
は
、
半
信
半
疑
だ
っ
た
も

の
の
、
山
々
に
自
生
し
て
い
る
花
を
摘

ん
で
売
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
辺
で
摘
ん
だ
切
り
花
が
本

当
に
売
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る

と
、
平
成
４
年
に
花
き
生
産
部
会
を
立

ち
上
げ
、
本
格
稼
働
に
入
り
ま
し
た
。
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入
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四
半
世
紀
を
経
た
今
で
は
「
六
合
の

花
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着
し
、
市

場
も
拡
大
さ
れ
、
そ
の
売
り
上
げ
は
1

億
1
千
万
円
、
75
歳
以
上
の
生
産
者
11

名
だ
け
で
も
約
２
千
万
円
に
上
り
ま

す
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こ
う
し
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六
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の
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幹
産
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と
し
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づ
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、
六
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な
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花
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〜
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割
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８
〜
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割
は
中
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条
、
沢

田
、
伊
参
、
名
久
田
で
も
栽
培
す
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こ

と
が
で
き
ま
す
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制
が
緩
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、
自
由

に
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培
で
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も
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一
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埼
玉
県
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
海

保
克
之
さ
ん
は
、
退
社
後
、
す
で
に
生

産
者
の
受
入
体
制
が
整
っ
て
い
た
山
形

県
で
、
６
年
間
鉢
植
え
の
花
を
栽
培
。

六
合
の
花
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
８
年
前
に
六

合
の
切
り
花
栽
培
へ
と
転
向
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
県
内
で
は
ま
だ
生
産
者
の
受

入
体
制
は
全
く
整
っ
て
お
ら
ず
、
六
合

村
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
海
保
さ
ん
が
J
A
あ
が
つ

ま
花
き
生
産
部
会
や
役
場
に
相
談
し
て

か
ら
の
対
応
が
早
く
、
ト
ン
ト
ン
拍
子

で
準
備
が
進
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　
海
保
さ
ん
は
、
妻
の
ゆ
き
子
さ
ん
と

一
緒
に
、
現
在
は
８
棟
の
ハ
ウ
ス
で
約

50
種
類
の
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

海
保
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

「
六
合
の
花
づ
く
り
」
の
魅
力
っ
て
？

・
種
類
が
豊
富
で
好
き
な
花
が
つ
く
れ
る

・
ど
こ
で
も
つ
く
っ
て
い
る
花
で
は
な
い

・
売
り
先
に
困
ら
な
い

　
１
月
30
日
〜
31
日
に
行
わ
れ
た
「
六

合
の
花
」
体
験
研
修
。

　
農
場
見
学
の
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
内
で
の

苗
の
植
え
付
け
、
出
荷
の
た
め
の
荷
づ

く
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
定
員
の
10
名
（
町
内
１

名
、
町
外
９
名
）
。
こ
の
う
ち
、
県
外

か
ら
参
加
し
た
４
名
（
３
世
帯
）
が
本

格
的
な
花
づ
く
り
を
目
指
し
、
六
合
地

区
へ
の
移
住
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

海
保
克
之
さ
ん

8
年
前
か
ら
定
住
し
て

現
在
で
は
約
50
種
類
の
花
を
栽
培

体
験
研
修
の
参
加
者
4
名
が

移
住
を
希
望

問
い
合
わ
せ

役
場
農
林
課　
農
地
係

　
　
　
☎
７
５
・
８
８
１
３
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
小
林
陽
祐

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
ペ
ー
ジ

『
六
合
も
よ
う
、花
も
よ
う
。』

ご
覧
く
だ
さ
い

JAあがつま花き生産部会六合支部長の黒岩正善さん
色や形状が多彩なクリスマスローズに囲まれて…



　平成28年度着工予定の沢渡温泉第3太陽光発電所建設
用地として、上沢渡の高山光男様から、町へ寄付をいた
だきました。（原野5筆外　12,575㎡）
　町政の発展のために使わせていただきます。ありがと
うございました。

安原義治さん
高齢者叙勲を受章されました

齋藤洋行さん
群馬県統計協会長表彰

おめでとうございます　～満100歳を迎えました～

竹渕としゑさん（山田）
大正5年1月14日生

　1月1日付けで発令された高齢者叙勲で、安原義治さ
ん（赤岩）が瑞宝双光章を受章されました。六合村助役
を務め、永年にわたり村政にご尽力されたことによる受
章です。
　永年にわたる功績に敬意を表するとともに、ますます
のご活躍をお祈りいたします。

　明るく笑顔が素敵な
竹渕さんは、息子さん
夫婦と暮らしています。
　施設のショートステ
イで他の利用者の皆さ
ん達と歌を歌ったり、
ゲームをしたりするの
が楽しみだそうです。
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ュースと だいニュースとわだい

◁ 安原義治さん（赤岩）◁ 安原義治さん（赤岩）

大規模太陽光発電用地として
原野の寄付をいただきました

　1月15日、県公社総合ビルで開催された県統計大会に
おいて、齋藤洋行さん（折田）が群馬県統計協会長表彰
を受賞されました。29年9か月に渡り統計調査にご尽力
されたことによる受賞です。
　永年にわたる功績に敬意を表するとともに、ますます
のご活躍をお祈りいたします。　

◁ 齋藤洋行さん（折田）◁ 齋藤洋行さん（折田）

濱野波江さん（青山）
大正5年2月11日生

　濱野さんは、現在町
内の病院で療養してい
ます。
　誕生日にはご家族や
地域の皆さんと一緒に
お祝いをしました。
　病院のレクリエーシ
ョンで、歌を歌ったり
塗り絵をしたりするの
が楽しみだそうです。



「四万清流の湯」町民限定割引券

入浴料金１名様　２００円

（２時間・大人小人共通）

使用期限　3月３１日（木）まで

※この券１枚で、町民

１家族が入浴

できます。

切りとり

　より広く町民に利用してもらえるように、期間限定で特別割引を行います。
期　　　間　3月1日（火）～31日（木）
割 引 内 容　入浴時間（2時間）1人200円（通常は大人500円、子ども300円）
利 用 方 法　左の割引券を切り取って持参し、入館時に受付の係員に渡してください。
　　　　　　※割引券1枚につき、1家族が利用できます。
問い合わせ　四万清流の湯　☎64・2610
営 業 時 間　10時～21時
定　休　日　第4水曜日（期間中は3月23日）

四万清流の湯　
3月中に限り「町民限定割引」を実施
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博物館「ミュゼ」 むかしの道具展で学ぶ
中之条小学校の3年生119人

　2月1日から始まった博物館「ミュゼ」で行われている企画展「懐かし
いむかしの道具展」に、中之条小学校3年生119人がクラスごとに見学
に訪れました。社会科の授業として訪れた子どもたちは、展示品の解説
や質問の回答を、聞き逃さないように一生懸命プリントに書き留めてい
ました。また、特別に道具を手に取って体験し、帰り際には「昔の人は
すごい知恵があったんだなぁ…」とつぶやく声も聞こえてきました。
　懐かしいむかしの道具展は、3月15日まで開催されています。

1月26日は「文化財防火デー」
消防団による放水消火訓練

　昭和24年1月26日、世界最古の木造建造物である法隆寺
の金堂が炎上し、壁画が焼損したことにより昭和30年に定
められた「文化財防火デー」。
　町には、国、県、町指定の文化財が103件ありますが、
毎年4か所で消防団による放水消火訓練が行われます。県指
定重要文化財の旧吾妻第三小学校、国指定重要文化財の冨
沢家住宅、国指定重要文化財の日向見薬師堂、国重要伝統
的建造物群保存地区の赤岩でそれぞれ行われました。

解説する一場館長と積極的に会話のキャッチボール ▷解説する一場館長と積極的に会話のキャッチボール ▷

5

冨沢家住宅冨沢家住宅日向見薬師堂日向見薬師堂重伝建の赤岩地区重伝建の赤岩地区

旧吾妻第三小学校旧吾妻第三小学校
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小・中学生の「人権標語」を紹介します
　町では、毎年町内の小・中学生を対象に『人権標語』を募集しています。次代を担う小・中学生に人
権尊重の重要性や必要性について理解を深め、豊かな人権感覚を身に付けてもらうことを目的としてい
ます。入賞作品と入賞者を紹介します（敬称略）。

第6回雅楽の祭典
1月24日　ツインプラザ交流ホール

　伊勢町郷土芸能保存会・六合雅楽保存会・
中之条伊勢宮芸能保存会・親都神社芸能保存
会・稲裹神社雅楽部による雅楽の演奏に加
え、北謡会による尺八が披露されました。
　来場者は、管弦による優雅な音色や巫女舞
に、日本の伝統芸能の世界を楽しみました。

ュースと だいニュースとわだい

《
小
学
校
　
低
学
年
の
部
》

【
最
優
秀
賞
】
☆
ぼ
く
は
い
わ
な
い
　
じ
ぶ
ん
が
い
わ
れ
て
　
い
や
な
こ
と
　
茂
木
陽
音
（
中
之
条
小
）

【
優
秀
賞
】
☆
い
じ
わ
る
は
　
し
て
も
さ
れ
て
も
　
や
な
き
も
ち
　
　
　   

萩
原
希
愛
（
中
之
条
小
）

　
　
　
　
　
　
☆
ご
め
ん
な
さ
い
　
す
な
お
に
あ
や
ま
り
　
な
か
な
お
り
　   

宮
﨑
雅
乃
（
中
之
条
小
）

【
奨
励
賞
】
中
山
貴
然
（
六
合
小
）
、
小
板
橋
陽
登
（
中
之
条
小
）

《
小
学
校
　
中
学
年
の
部
》
 
 

 

 

【
最
優
秀
賞
】
☆
一
人
一
人
の
や
さ
し
さ
が
　
人
の
心
を
　
あ
た
た
め
る
　
　
吉
田
旺
生
（
中
之
条
小
）

【
優
秀
賞
】
☆
や
ら
な
い
よ
　
自
分
が
さ
れ
て
　
い
や
な
こ
と
　
　
　
　
　
宮
﨑
望
花
（
中
之
条
小
）

　
　
　
　
　
　
☆
す
て
き
だ
よ
　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
　
い
い
と
こ
ろ
　
　
　
　
武
藤
希
実
（
六
合
小
）

【
奨
励
賞
】
福
原
莉
瑠
（
中
之
条
小
）
、
福
井
渚
月
（
中
之
条
小
）

《
小
学
校
　
高
学
年
の
部
》
 
 

 

 

【
最
優
秀
賞
】
☆
言
う
前
に
　
相
手
の
気
も
ち
　
か
ん
が
え
て
　
　
　
　
　
　
遠
藤
駿
介
（
六
合
小
）

【
優
秀
賞
】
☆
い
じ
め
れ
ば
　
相
手
に
一
生
　
残
る
き
ず
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
利
佳
（
中
之
条
小
）

　
　
　
　
　
　
☆
あ
り
が
と
う
　
今
日
は
何
回
　
言
え
る
か
な
　
　
　
　
　
　
天
田
聖
也
（
中
之
条
小
）

【
奨
励
賞
】
芹
澤
風
香
（
六
合
小
）
、
青
栁
花
（
中
之
条
小
）

《
中
学
校
の
部
》
 
 

 

 

 

【
最
優
秀
賞
】
☆
や
め
よ
う
よ
　
言
え
る
勇
気
が
　
変
え
る
未
来
　
　
　
　
　
蜂
須
賀
瞳
依
（
中
之
条
中
）

【
優
秀
賞
】
☆
見
な
い
ふ
り
　
い
つ
も
そ
う
し
て
　
逃
げ
て
る
の
？
　
　
　
坂
井
愛
香
（
中
之
条
中
）

　
　
　
　
　
　
☆
考
え
よ
う
　
相
手
の
人
権
　
自
分
の
行
動
　
　
　
　
　
　
　
田
村
竜
哉
（
中
之
条
中
）

【
奨
励
賞
】
美
才
治
新
（
中
之
条
中
）
、
唐
澤
七
海
（
中
之
条
中
）
、
山
口
琢
人
（
六
合
中
）

◁ 六合雅楽保存会

6



湯本茂夫さん（赤岩） 山本今朝吉さん（生須）

人権擁護委員を
紹介します

　1月1日から新たな人権擁護委員に
湯本茂夫さん（赤岩）、山本今朝吉
さん（生須）が、法務大臣から委嘱
されました。

なかのじょう H２7.2 No.６3419 なかのじょう H２8.3 No.６477

《個人戦》
【小学校　低学年の部】
優　勝　割田彩音（中之条小）
準優勝　冨沢　陸（六合小）
第３位　島村彪人（中之条小）

【小学校　高学年の部】
優　勝　竹和　凜（中之条小）
準優勝　剱持光俊（中之条小）
第３位　山田柚葵（六合小）

【中学校の部】
優　勝　篠原伶奈（中之条中）
準優勝　池田理穂（中之条中）
第３位　唐澤南欧（中之条中）

《団体戦》
【小学校　低学年の部】
優　勝　スターRSKM（中之条小）  剱持誠寿・木暮香綾・飯塚怜音・飯塚心愛
準優勝　クロス（中之条小）　　 　飯塚脩仁・安原将真・篠原悠斗
第３位　アマゾンEX（中之条小）　中島爽太・丸山達也・伊能真哉

【小学校　高学年の部】
優　勝　あ（中之条小）　　　　 　松島康太・朝生樹・竹野青空・高橋佳吾
準優勝　あんぽんたん（中之条小） 桑原遼大・割田涼介・関　聖也
第３位　スター（中之条小）　　　 一場葉凪・唐澤美珠希・三村世奈・山本菜月

【中学校の部】
優　勝　ハピネス（中之条中）　　 本多涼夏・柏原そら・町田えり
準優勝　AMANO（中之条中）　　 石田彩夏・保科茉優・安原希望
第３位　毒キノコ（中之条中）　 　関　佳穂・田村六花・宮崎陽菜

《個人戦》
【小学校　低学年の部】
第６位　割田彩音

【小学校　高学年の部】
準優勝　竹和　凜
第６位　剱持光俊

【中学校の部】
第３位　篠原伶奈

《団体戦》
【小学校　低学年の部】
第５位　中之条地区子ども会Ｂ　飯塚脩仁・安原将真・篠原悠斗・飯塚侑大
第６位　中之条地区子ども会Ａ　剱持誠寿・木暮香綾・飯塚怜音・飯塚心愛

【中学校の部】
第３位　中之条地区子ども会Ａ　本多涼夏・唐澤七生・田村六花・柏原そら

第33回中之条町上毛かるた大会
1月9日　ツインプラザ交流ホール

　参加者は85名でした。（敬称略）

第69回上毛かるた競技吾妻地区大会
1月23日　東吾妻町コンベンションホール

　町の大会の優勝と準優勝の選手は、吾妻地区大会に町代表として出場しまし
た。主な結果をお知らせします。（敬称略）



町
周
辺
の
医
療
・
介
護
に
役
立
つ

社
会
資
源
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
役
場
住
民
福
祉
課
窓
口
で

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

皆
さ
ん
の
医
療
や
介
護
に
役
立
て
て
も

ら
う
た
め
「
社
会
資
源
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
病
院
、
薬

局
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
医
療
・
福
祉

施
設
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

病
院
の
診
療
科
や
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
地
区
ご
と
に
6
パ
タ
ー
ン
あ
り
ま
す

1
中
之
条
地
区

2
伊
勢
町
地
区

3
六
合
地
区
･
長
野
原
町
方
面

4
沢
田
地
区

5
東
吾
妻
町
（
原
町
）
方
面

6
高
山
村
方
面

　
住
民
福
祉
課
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
住
民

福
祉
課
内
）

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
荒
木
均

ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
が

更
新
さ
れ
ま
す

県
・
市
町
村
・
企
業
が
協
力
し
て
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る

　
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
協
賛

店
舗
に
提
示
す
る
と
、
割
引
や
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。
新
し
い
カ
ー
ド

は
、
4
月
1
日
か
ら
全
国
の
子
育
て
応

援
協
賛
店
で
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
最
新
の
協
賛
店
舗
や
特
典
内
容
な

ど
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。

対
　
象

　
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
3
月
31
日
を

迎
え
る
ま
で
の
子
ど
も
、
ま
た
は
妊
婦

の
い
る
家
庭

有
効
期
限

　
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
た
は
、
子
ど

も
が
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
3
月
31
日

の
ど
ち
ら
か
早
い
日
。

受
取
方
法

　
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
に
通
う
子

ど
も
の
い
る
家
庭
に
は
、
す
で
に
施
設

を
通
じ
て
配
布
し
ま
し
た
。
家
庭
で
育

児
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
妊
婦
の
い
る

家
庭
の
人
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
少
子

化
・
子
育
て
対
策
室
か
六
合
支
所
の
窓

口
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
現
在
使
っ
て
い
る
旧
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
少
子
化
・
子
育
て

対
策
室

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
行
徳

　
県
少
子
化
対
策
・
青
少
年
課

　
　
☎
0
2
7
・
2
2
6
・
2
3
9
2

8なかのじょう H２8.3 No.６47

からのお知らせ

▼中之条地区の一部を拡大▼中之条地区の一部を拡大
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からのお知らせ

介
護
予
防
と
重
度
化
軽
減
の
た
め

「
総
合
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
9

年
後
以
降
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
に
備
え
る
た
め
に

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
介
護
予
防
を
進
め
る
と
と

も
に
、
軽
度
の
人
に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
重
度
化
を
防
ぐ
た
め
の
仕

組
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
継
続

　
当
面
の
間
、
現
行
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
加
え

て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
今
月
か
ら
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た

人
か
ら
、
予
防
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
）
、
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
が
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
」
と
い
う
位
置
づ
け
と
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
利
用
で

き
ま
す
。

　
要
介
護
1
〜
5
の
認
定
を
受
け
た
人

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
取
組

・
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
」
の
み
の
希
望
者
は
、
要
支
援
認

定
を
受
け
な
く
て
も
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
医
療
や
介
護
の
専
門
職
に
よ
る
訪
問

や
、
通
所
の
介
護
予
防
教
室
を
行
い

ま
す
。

・
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
、
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
支
え
合
い
、

介
護
予
防
や
重
度
化
の
予
防
の
体
制

を
地
域
に
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
行
政
区
な
ど
の
自
主

的
な
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
包
括
支
援
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
口
喜
佐
子

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
町
田
隆
弘

なかっこちゃん：高校の授業料の免除や、奨学金
の申請をするためには、課税証明書が必要だっ
て聞いたのだけど、どんな証明書なの？
なかのん：課税証明書というのは、課税される年
度の前年の所得内容と課税額が記載されている
ものだよ。だから、平成28年度の課税証明書
なら平成27年中（1～12月）の所得内容と課
税額が記載されるね。
なかっこちゃん：課税証明書はいつ頃から発行し
てもらえるの？
なかのん：町県民税を納める人に納税通知書が届
いてからになるよ。特別徴収の人（給与天引き
で納めている人）には5月10日頃、普通徴収の
人（納付書や口座振替で納めている人）には6
月15日頃に納税通知書が発送されるから、そ
の後なら発行してもらえるよ。それ以前の発行

だと前々年の証明書になるね。
なかっこちゃん：町県民税が課税されていない人
は、発行してもらえないってこと？
なかのん：パートなど配偶者の扶養の範囲で働い
ている人や専業主婦など、町県民税が課税され
ていない人には、非課税証明書という証明書が
発行されるよ。非課税証明書は6月16日頃から
発行してもらえるよ。
なかっこちゃん：発行してもらうにはどうすればい
いの？
なかのん：税務課の窓口に行くか郵送で申請すれ
ば発行してもらえるよ。その際、身分証明書と
手数料が必要なんだ。詳しいことは町のホーム
ページに載ってるよ。
問い合わせ　役場税務課 町民税係
　　　　　　☎75･8808（直通） 担当　宮﨑烈

町県民税課税証明書の発行
なかのんと学ぶ

税教室③
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からのお知らせ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
の
際
は

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
「
自
動
車
税
」
や
「
軽
自
動
車
税
」

は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
3
月
中
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
が
必
要
な
場
合

◆
住
所
･
氏
名
な
ど
を
変
更
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
・
・
・
「
変
更
登
録
」

◆
自
動
車
を
売
買
・
譲
渡
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
・
・
・
「
移
転
登
録
」

◆
自
動
車
を
廃
車
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
・
・
・
「
抹
消
登
録
」

※
登
録
手
続
き
を
自
動
車
販
売
会
社
な

ど
に
依
頼
し
て
い
る
場
合
に
も
、
手

続
き
が
済
ん
で
い
る
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
新
し
い

住
所
に
納
税
通
知
書
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
使
用
し
て
い
な
い
車
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
り
し
ま
す
。
抹
消

登
録
を
せ
ず
、
行
方
不
明
の
車
両
が

あ
る
場
合
な
ど
、
次
の
登
録
手
続
き

先
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
先

◆
普
通
自
動
車
や
軽
二
輪
車
（
1
2
5

cc
超
2
5
0
cc
以
下
）
、
2
5
0
cc

を
超
え
る
バ
イ
ク

　
↓
群
馬
運
輸
支
局

　
☎
0
5
0
・
5
5
4
0
・
2
0
2
1

◆
軽
自
動
車

　
↓
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
☎
0
5
0
・
3
8
1
6
・
3
1
0
9

◆
1
2
5
cc
以
下
の
バ
イ
ク
や
農
耕
作

業
用
車
な
ど
の
小
型
特
殊
車

　
↓
役
場
税
務
課

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　
精
神
や
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
所
有
し
て
い
る
車
や
バ
イ
ク
、
公

益
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
車
に
は
、

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
障
害
者
減
免
】

　
精
神
や
身
体
な
ど
の
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
減
免
の
対

象
と
な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
。

【
公
益
減
免
】

　
公
益
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
普
通
自

動
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
な
ど
。

※
該
当
す
る
人
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ

先
に
相
談
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

〈
普
通
自
動
車
〉

　
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
0
0

　
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　
☎
0
2
7
・
2
6
3
・
4
3
4
3

〈
軽
自
動
車
〉

　
役
場
税
務
課　
資
産
税
家
屋
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
0
（
直
通
）    

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
貴
子

自
動
車
登
録
手
続
き
は

　
3
月
中
に
お
忘
れ
な
く

手
続
き
は
「
変
更
登
録
」
「
移
転
登
録
」
「
抹
消
登
録
」
の
3
種
類

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
の
交
付
申
請
後
、
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」
の
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
ら
、
次
の
も
の
を
持
参
の
う

え
、
記
載
し
て
あ
る
窓
口
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
れ
な
い
日　
土
・
日
・
祝
日
、

3
月
28
日
（
月
）
〜
31
日
（
木
）

◆
申
請
者
本
人
が
受
け
取
る
場
合

①
通
知
カ
ー
ド

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

　
（
ハ
ガ
キ
）

③
印
章
（
認
印
）

④
本
人
確
認
書
類
※

⑤
住
基
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
）

※
本
人
確
認
書
類
と
は
…
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の

書
類
で
あ
れ
ば
１
点
。
ま
た
は
、
健

康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
高
齢
受
給

者
証
、
診
察
券
、
預
金
通
帳
な
ど
か

ら
２
点
。

◆
15
歳
未
満
の
人
・
成
年
被
後
見
人
が

　
受
け
取
る
場
合

　

法
定
代
理
人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。
同
伴
し
て
い
な
い
場
合
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
。

・
右
記
①
〜
⑤

・
戸
籍
謄
本
（
15
歳
未
満
の
人
、
町
内

に
本
籍
が
な
い
場
合
）　

・
登
記
事
項
証
明
書
（
成
年
被
後
見

人
）

・
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
※

◆
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合

　
病
気
、
身
体
の
障
が
い
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
本
人
が
来
庁

で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
代
理
人
が
受

け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
注
意
】 

仕
事
や
学
業
が
多
忙
な
た
め

本
人
が
来
庁
で
き
な
い
と
い
っ
た
理
由

は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
住
民
戸
籍
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
島
田
亜
友
里
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からのお知らせ

軽自動車税の
税率が
変わります

地方税法が改正されました

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
の
交
付
申
請
後
、
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」
の
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
ら
、
次
の
も
の
を
持
参
の
う

え
、
記
載
し
て
あ
る
窓
口
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
れ
な
い
日　
土
・
日
・
祝
日
、

3
月
28
日
（
月
）
〜
31
日
（
木
）

◆
申
請
者
本
人
が
受
け
取
る
場
合

①
通
知
カ
ー
ド

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

　
（
ハ
ガ
キ
）

③
印
章
（
認
印
）

④
本
人
確
認
書
類
※

⑤
住
基
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
）

※
本
人
確
認
書
類
と
は
…
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の

書
類
で
あ
れ
ば
１
点
。
ま
た
は
、
健

康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
高
齢
受
給

者
証
、
診
察
券
、
預
金
通
帳
な
ど
か

ら
２
点
。

◆
15
歳
未
満
の
人
・
成
年
被
後
見
人
が

　
受
け
取
る
場
合

　

法
定
代
理
人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。
同
伴
し
て
い
な
い
場
合
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
。

・
右
記
①
〜
⑤

・
戸
籍
謄
本
（
15
歳
未
満
の
人
、
町
内

に
本
籍
が
な
い
場
合
）　

・
登
記
事
項
証
明
書
（
成
年
被
後
見

人
）

・
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
※

◆
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合

　
病
気
、
身
体
の
障
が
い
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
本
人
が
来
庁

で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
代
理
人
が
受

け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
注
意
】 

仕
事
や
学
業
が
多
忙
な
た
め

本
人
が
来
庁
で
き
な
い
と
い
っ
た
理
由

は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
住
民
戸
籍
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
島
田
亜
友
里

　地方税法の改正により軽自
動車税の税率が変わります。
　車両の種類や、新規登録さ
れた年月日によって適用され
る税率が異なります。
問い合わせ
役場税務課　資産税家屋係

☎75 ・ 8810（直通）
担当　唐澤貴子

■原動機付自転車・二輪の軽自動車等

平成28年度～
2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,400円
5,900円
3,600円
3,600円
6,000円

～平成27年度
1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
2,400円
2,400円
4,000円

50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
ミニカー
農耕作業用
その他
二輪125cc超250cc以下
その他
250cc超

原動機付自転車

小型特殊自動車

軽自動車

二輪の小型自動車

税率（年税額）車種区分

■三輪・四輪の軽自動車

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

営業用
自家用
営業用
自家用

三　輪

乗　用

貨物用

　自動車検査証に記載されている初度検査年月により、税率が異なります。
（初度検査年月は、初めて車両番号の指定を受けた年月を示す項目です。）

四　輪

※電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用車両および被けん引車は対象外

税率（年税額）
車種区分 平成27年3月31日

までに新規登録
平成27年4月1日
以後に新規登録

新規登録後13年超
※重課税率適用

■グリーン化特例（軽課）

B 50%軽減
2,000円
3,500円
5,400円
1,900円
2,500円

A 75%軽減
1,000円
1,800円
2,700円
1,000円
1,300円

営業用
自家用
営業用
自家用

三　輪

乗　用

貨物用

　初度検査年月が平成27年4月～平成28年3月までで、排出ガス、燃費性能の
優れた車両には、平成28年度に限り軽課税率が適用されます。

四　輪

※平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★低排出ガス車）に限ります。

軽課税率
※ガソリン車・ハイブリッド車車種区分

C 25%軽減
3,000円
5,200円
8,100円
2,900円
3,800円

A：電気自動車・天然ガス自動車 
　　（平成21年排出ガス10％低減） 

B：乗　用　平成32年度燃費基準
　　　　　  ＋20％達成車
　  貨物用　平成27年度燃費基準
　　　　　  ＋35％達成車

C：乗　用　平成32年度燃費基準達成車
　  貨物用　平成27年度燃費基準
　　　　　  ＋15％達成車

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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公
拡
法
の
届
出・申
出
先

が
町
に
変
わ
り
ま
す

Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
町
に
は
、
県
（
保
健
福
祉
事
務

所
）
か
ら
指
定
難
病
患
者
お
よ
び

小
児
慢
性
特
定
疾
病
患
者
の
認
定

を
受
け
た
人
に
、
見
舞
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

  

今
年
度
新
た
に
認
定
を
受
け
た

人
、
ま
た
継
続
し
て
認
定
を
受
け

た
人
も
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
印
鑑
、
保
健
福
祉
事

務
所
発
行
の
「
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」
（
承
認
期
間
に
平
成
27

年
10
月
〜
28
年
3
月
の
期
間
を
含

む
も
の
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
見
舞
金
振
込
先
の
口
座

番
号
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

見
舞
金
額　
月
額
3
0
0
0
円

申
請
期
限　
3
月
18
日
（
金
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
福
祉
係 

　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村
深
雪

　
六
合
振
興
課　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
や
す
子

　
町
で
は
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
向

上
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

旧
名
久
田
幼
稚
園
の
土
地
と
建
物

を
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　
活
用
方
法
を
募
集
し
、
そ
の
内

容
を
総
合
的
に
審
査
し
貸
付
者
を

決
定
し
ま
す
。

土
地
の
概
要

・
地
番　
大
字
赤
坂
2
1
9
―
3

　
他
（
旧
名
久
田
幼
稚
園
敷
地
）

・
地
目　
宅
地
、
原
野

・
地
積　
4
6
7
8
㎡

建
物
の
概
要

・
木
造
平
屋
建
（
平
成
8
年
建

築
、
平
成
16
年
増
築
）

・
床
面
積　
5
5
9
㎡

貸
付
料
金　
月
額
8
〜
15
万
円

＊
貸
付
お
よ
び
活
用
内
容
に
基
づ

い
て
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
「
旧
名
久
田
幼
稚
園
町

有
地
等
活
用
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
実
施
要
領
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

4
月
4
日（
月
）〜
5
月
10
日（
火
）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

＊
土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
管
財
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村
光
規

　
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
、
通
称
「
公
拡
法
」
に
基

づ
く
届
出
先
が
、
4
月
1
日
よ
り

「
県
知
事
あ
て
」
か
ら
「
町
長
あ

て
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
公
拡
法
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
必
要
な
道
路
、
公

園
な
ど
の
公
共
用
地
を
計
画
的
に

取
得
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
土
地
取
引
に
必
要
な
次
の
2
つ

の
手
続
を
行
う
際
は
、
町
長
あ
て

（
担
当 

役
場
企
画
政
策
課
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
届
出　
一
定
の
条
件
を
満
た
す

土
地
を
有
償
で
譲
渡
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
土
地
所
有
者

（
売
主
）
は
、
契
約
を
結
ぶ
3

週
間
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
で

す
。

②
申
出　
一
定
の
条
件
を
満
た
す

土
地
に
つ
い
て
、
町
に
買
い
取

っ
て
ほ
し
い
と
き
は
「
申
出
」

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課　
企
画
調
整

係
　
☎
7
5
・
8
8
4
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
折
田
亮

　
「
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
」と「
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
」
の
共
同
防

除
の
際
に
農
薬
を
無
償
で
配
布
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
で
廃
止

さ
れ
ま
す
の
で
、
4
月
か
ら
は
各

団
体
で
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
は
、
安
全
性
な
ど
を
考
慮

し
、
農
薬
を
使
用
し
な
い
防
除
方

法
を
推
奨
し
ま
す
。

　
「
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
」は
、
圃

場
の
周
囲
や
田
の
畦
の
定
期
的
な

草
刈
り
を
行
い
、
地
表
面
の
日
当

た
り
や
風
通
し
を
良
く
す
る
こ
と

で
発
生
や
産
卵
を
抑
制
で
き
ま
す
。

　
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
」は
、

幼
虫
が
葉
裏
で
集
団
生
活
を
し
て

い
る
う
ち
に
で
き
る
だ
け
早
く
葉

や
小
枝
を
つ
ま
み
取
り
、
踏
み
つ

ぶ
す
な
ど
が
安
全
な
駆
除
法
で
す
。

　
な
お
、
有
害
虫
防
除
を
共
同
で

行
う
行
政
区
に
は
、
今
ま
で
と
同

様
に
動
力
噴
霧
機
の
貸
し
出
し

と
、
補
助
金
交
付
は
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
行
政
区
は
、
役
場
農
林

課
へ
予
約・申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
開
始
日　
4
月
1
日
（
金
）

注
意
事
項

・
動
力
噴
霧
機
の
燃
料
は
必
ず
満

タ
ン
に
し
て
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

・
故
障
し
た
場
合
は
必
ず
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
土
地
改
良
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
黒
﨑
香
那

行
　
政

特
定
疾
患・小
児
慢
性
特
定

疾
病
患
者
見
舞
金
の

支
給
申
請
を

オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ・

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

農
薬
配
布
を
廃
止
し
ま
す

町
有
地
等
活
用

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

旧
名
久
田
幼
稚
園
の
貸
付



Information

　
町
の
農
地
の
多
く
は
、
優
良
な

農
地
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
農

業
振
興
地
域
に
お
け
る
「
農
用
地

区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
農
用
地
区
域
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
農
地
を
転
用
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
ま
ず
「
農
用
地
区

域
」
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
除
外
お
よ
び
編
入
の
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
除

外
や
編
入
の
可
否
を
判
断
す
る
協

議
会
は
原
則
と
し
て
年
1
回
し
か

開
催
さ
れ
ず
、
県
と
の
協
議
も
必

要
な
た
め
、
実
際
に
除
外
で
き
る

の
は
年
1
回
で
す
。

　
今
後
1
、
2
年
の
間
に
、
農
地

を
宅
地
や
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

た
り
植
林
し
た
り
す
る
な
ど
、
具

体
的
な
計
画
の
あ
る
人
は
、
地
番

と
面
積
を
確
認
の
う
え
役
場
農
林

課
で
除
外
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
編
入
を
希
望
す
る
人

も
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
3
月
31
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課
　
農
地
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
湯
本
文
雄

　
年
度
末
や
年
度
始
め
は
、転
勤・

就
職
・
進
学
な
ど
で
住
所
変
更
な

ど
の
手
続
き
が
多
い
時
期
で
す
。

　
町
で
は
、
住
民
異
動
（
転
入
・

転
出
・
転
居
な
ど
）
の
受
付
や
関

連
す
る
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
休

日
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
　
時
　
4
月
3
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
〜
12
時
30
分

注
意
事
項
　
取
り
扱
い
で
き
な
い

手
続
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

書
類
な
ど
の
確
認
と
併
せ
て
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
日
は
、
18
時
15
分
ま

で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
住
民
戸
籍

係　
☎
7
5
・
8
8
2
1
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
湯
本
武

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
行
政
区
や
芸
能
保
存
会
な
ど

地
域
住
民
が
組
織
す
る
団
体
に
対

し
、
宝
く
じ
の
助
成
で
実
施
す
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
事
業
例
〉

・
祭
り
や
運
動
会
な
ど
地
区
行
事

に
用
い
る
備
品

・
集
会
施
設
の
建
設
ま
た
は
大
規

模
修
繕
、
そ
の
施
設
に
必
要
な

備
品
の
整
備

・
地
域
の
防
災
活
動
に
直
接
必
要

な
設
備
等
の
整
備

・
獅
子
頭
、
太
鼓
、
山
車
な
ど
伝

統
芸
能
関
連
備
品
の
購
入
お
よ

び
修
繕

＊
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
発

展
に
資
す
る
備
品
等
を
希
望
す

る
場
合
は
、
行
政
区
等
か
ら
役

場
へ
申
請
し
事
業
の
採
択
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
平
成
27
年
度
助
成
実
績
】

「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
伊
勢
町
上
之
町
（
中
之
条
地
区

第
12
・
13
区
）
」

　
長
年
の
使
用
に
よ
り
傷
み
の
激

し
か
っ
た
祇
園
祭
に
使
用
さ
れ
る

山
車
や
人
形
の
修
繕
お
よ
び
半
纏

の
新
調
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
水
出
浩
之

募
集
人
員
　
若
干
名

雇
用
期
間
　
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

資
　
格
　
保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、

小
学
校
教
諭
、
養
護
教
諭
の
い
ず

れ
か
の
免
許
を
有
し
て
い
る
人

勤
務
時
間
　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
変
則
週
38
時
間
45
分
）

賃
　
金
　
日
額
7
5
4
1
円
＋
通

勤
手
当
相
当
額

申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
11
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

学
校
教
育
係
　

　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

募
集
人
員
　
①
②
各
1
名

雇
用
期
間
　
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

資
　
格
　
保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、

小
学
校
教
諭
、
養
護
教
諭
の
い
ず

れ
か
の
免
許
を
有
し
て
い
る
人

勤
務
時
間

①
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
変
則

週
38
時
間
45
分
）

②
7
時
30
分
〜
10
時
お
よ
び
16
時

30
分
〜
18
時
30
分
（
1
日
4
時

間
30
分
勤
務
）

賃
　
金

①
日
額
7
5
4
1
円
＋
通
勤
手
当

相
当
額

②
時
給
9
7
3
円
＋
通
勤
手
当
相

当
額

申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
11
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

学
校
教
育
係
　

　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世
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役
場
住
民
福
祉
課
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

助
成
金
を
活
用
し
て

地
域
づ
く
り
を

職
員
募
集

農
振
農
用
地
区
域
の

除
外・編
入
の
申
請
は

3
月
31
日
ま
で
に

中
之
条
保
育
所・伊
勢
町

保
育
所
　
臨
時
職
員

六
合
こ
ど
も
園

臨
時
職
員

伊勢町保育所伊勢町保育所
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募
集
人
員　
1
人

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

勤
務
時
間

・
授
業
日　
7
時
〜
15
時
30
分

・
長
期
休
業
日　
8
時
〜
16
時
30
分

業
務
内
容　
学
校
の
環
境
の
整
備

お
よ
び
そ
の
他
の
用
務

賃
　
金　
時
給
7
7
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
ま
た
は

六
合
支
所
に
用
意
し
て
あ
る
応
募

用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
3
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　
六
合
振
興
課　
六
合
こ
ど
も
未

来
係
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
山
本
伸
一

職
　
種　
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
調
理

補
助
職

募
集
人
員　
1
人

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

勤
務
条
件　
7
時
45
分
〜
16
時
30

分
（
学
校
給
食
が
な
い
日
は
勤
務

な
し
）

賃
　
金　
日
給
5
９
6
8
円
＋
通

勤
手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
11
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

総
務
・
施
設
係　

　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
飯
塚
和
子

募
集
人
員　
1
人

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

勤
務
条
件　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
週
休
2
日
）

業
務
内
容　
住
民
基
本
台
帳
事
務

全
般

勤
務
場
所　
役
場
庁
舎

賃
　
金　
日
給
5
9
6
8
円
＋
通

勤
手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
11
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　
役
場
住
民
福
祉
課　
住
民
戸
籍

係　
　
☎
7
5
・
8
8
2
1
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
湯
本
武

募
集
人
員　
1
人

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

勤
務
条
件　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分（
週
休
2
日
、土・日
出
勤
あ
り
）

業
務
内
容　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
務
な
ど

勤
務
場
所　
役
場
庁
舎

賃
　
金　
日
給
5
9
6
8
円
＋
通

勤
手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
11
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課　
企
画
推
進

係
　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
山
本
嘉
光

募
集
人
員　
1
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

勤
務
時
間　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分勤
務
日
数　
年
間
1
6
0
日
（
週

3
日
程
度
、
た
だ
し
繁
忙
期
は
週

5
日
）

業
務
内
容　
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
と
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
の
事
務
お
よ
び
各
集
落
と

の
調
整
な
ど

賃
　
金　
時
給
7
7
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
11
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
土
地
改
良
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
敏
之

　
町
で
は
、
道
の
駅
霊
山
た
け
や

ま
に
隣
接
す
る
「
小
規
模
店
舗
」

の
経
営
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
小
規
模
店
舗
は
、
た
け
や
ま
館

東
側
に
位
置
す
る
2
区
画
で
す
。

1
区
画
の
使
用
で
も
、
2
区
画
の

使
用
で
も
可
能
で
す
。

店
舗
規
模　
1
区
画　
11
・
59
㎡

（
1
・
82
ｍ
×
6
・
37
ｍ
）

　
利
用
条
件　
1
年
以
上

営
業
時
間　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
の
間
で
協
議

使
用
料
金　
月
1
万
5
0
0
0
円

共
益
費　
月
3
0
0
0
円

光
熱
費　
町
か
ら
実
費
を
請
求

そ
の
他　
営
業
に
関
す
る
必
要
な

備
品
な
ど
の
調
達
は
、
専
用
者
が

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
役
場
農
林
課
に
用
意

し
て
あ
る
専
用
許
可
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
3
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
審
査
の
う
え
、
決
定
し
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
土
地
改
良
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
敏
之

募
　
集

道
の
駅
霊
山
た
け
や
ま

テ
ナ
ン
ト
募
集

役
場
企
画
政
策
課

臨
時
職
員

役
場
農
林
課

臨
時
職
員

役
場
住
民
福
祉
課

臨
時
職
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

六
合
中
学
校

臨
時
職
員（
学
校
用
務
員
）



Information

　
中
之
条
町
や
吾
妻
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
し
よ
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
る
講
座
で
す
。
今
回
は
、
チ

ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園
と
野
反
湖
を

中
心
に
散
策
し
ま
す
。

日
　
時　
4
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
集
合

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
中
之
条
駅
前

コ
ー
ス　
中
之
条
駅
前
↓
沢
渡
温

泉
↓
暮
坂
峠
↓
野
反
湖
↓
チ
ャ
ツ

ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園
↓
八
ッ
場
道
の
駅

↓
中
之
条
駅
前

定
　
員　
先
着
50
名

参
加
費　
1
5
0
0
円
（
昼
食

代
、
入
場
料
含
）

申
込
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
F
A
X
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
5
９
5
2

　
　
　
　
　
FAX 

7
5
・
5
0
1
９

　
町
お
い
し
い
米
づ
く
り
研
究
会

は
、
食
味
値
の
高
い
お
い
し
い
米

づ
く
り
を
目
指
す
生
産
者
の
団
体

で
す
。
町
内
生
産
者
、
県
普
及
指

導
課
、
Ｊ
Ａ
あ
が
つ
ま
、
町
内
お

米
マ
イ
ス
タ
ー
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
毎
年
11
月

中
旬
に
開
催
さ
れ
る
町
内
お
い
し

い
お
米
コ
ン
ク
ー
ル
、
中
之
条
町

の
お
い
し
い
お
米
「
花
ゆ
か
り
」

の
販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
土
壌

分
析
や
特
別
栽
培
米
の
生
産
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

申
込
方
法　
3
月
18
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
3
月
23
日
（
水
）
13

時
30
分
か
ら
役
場
2
階
第
4
会
議

室
で
行
わ
れ
る
総
会
へ
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
農
業
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
田
中
博

日
　
時

【
入
門
編
】　
毎
週
水
曜
日

　
4
月
20
日
〜
9
月
14
日

　
19
時
〜
20
時
30
分

【
基
礎
編
】　
毎
週
金
曜
日

　
4
月
22
日
〜
11
月
11
日

　
19
時
〜
20
時
45
分

会
　
場　
　
役
場

参
加
費　
3
2
4
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
）

対
象
者　
手
話
に
興
味
が
あ
る
人

申
込
方
法　
4
月
11
日
（
月
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
つ
ぎ
子
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町
お
い
し
い
米
づ
く
り

研
究
会
会
員
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
編・基
礎
編

■「子どもとメディア」の問題に対する
　5つの提言
　心身の発達過程にある子どもが、メディアに長時間触れること
による悪影響が懸念される昨今。日本小児科医会「子どもとメデ
ィア」対策委員会が、子どもに関わるすべての人に向けて掲げた
「5つの提言」を紹介します。

①2歳までのテレビ、ビデオ視聴は控えよう。
②授乳中、食事中のテレビ・ビデオ視聴はやめよう。
③メディアに触れる時間を制限しよう。
　最長1日2時間が目安。テレビゲームは1日30分まで！
④子ども部屋にテレビ、ビデオ、パソコンを置かないようにしよ
う。
⑤保護者と子どもでメディアを上手に利用するルールを作ろう。
　まずは、できることから始めよう！
・見たい番組だけを選んでみる
・時間を決めて子どもに見せる　など

アウトメディア
推進委員会より

問い合わせ
町アウトメディア推進委員会事務局
（教育委員会生涯学習課内）
☎76・3111　　　担当　齊藤泰典

観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座雪に覆われた野反湖雪に覆われた野反湖
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西
吾
妻
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

で
は
、
平
成
28
年
度
の
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目

・
木
造
建
築
科
（
木
造
家
屋
の
建

築
技
能
）

・
木
工
科
（
建
具
製
造
の
技
能
）

・
建
築
塗
装
科
（
建
築
物
の
塗
装

に
お
け
る
技
能
）

応
募
資
格　
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
人
、
ま
た
は
平
成
28
年
3
月
卒

業
見
込
み
の
人
で
、
中
之
条
町
・

長
野
原
町
・
嬬
恋
村
・
草
津
町
の

各
職
工
組
合
加
入
事
業
所
に
所
属

す
る
人
。

申
込
方
法　
3
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
吾
妻
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

事
務
局
（
長
野
原
町
商
工
会
内
）

☎
0
2
7
9
・
8
2
・
2
2
0
8

対
　
象　
小
学
生

日
　
時　
4
月
3
日
〜

　
　
　
　
平
成
29
年
3
月
26
日

　
　
　
　
毎
週
日
曜
日

　
　
　
　
9
時
〜
11
時
30
分

場
　
所　
町
民
運
動
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
河
川
敷
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
2
8
4

　
　
　
　
　
　
　
小
渕
光
夫
さ
ん

日
　
時　
4
月
29
日
（
祝
）

＊
9
時
15
分
か
ら
部
門
ご
と
に
ス

タ
ー
ト

受
　
付　
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

開
会
式　
8
時
40
分
〜

会
　
場　
花
の
駅
美
野
原 

参
加
資
格　
健
康
で
自
走
で
き
る

人部
　
門　

・
親
子
の
部（
5
0
0
ｍ
・
1
㎞
）

・
小
学
生
の
部
（
7
0
0
ｍ
・
1

㎞
・
1.5
㎞
）

・
中
学
生
の
部
（
3
㎞
）

・
一
般
の
部
（
3
㎞
・
10
㎞
）

　
詳
細
は
、
毎
戸
に
配
布
さ
れ
た

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
町
民
は
無
料
。
町
外
者

は
中
学
生
以
下
一
人
5
0
0
円
、

高
校
生
以
上
一
人
1
0
0
0
円
。

申
込
方
法　
町
民
は
、
大
会
チ
ラ

シ
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
参
加
申
込

書
を
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
ま
た
は
各
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
チ
ラ

シ
は
役
場
、
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
、
六

合
支
所
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
町
外
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
エ

ン
ト
リ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

・
一
般
の
部　
3
月
25
日
（
金
）

・
親
子
、
小
学
生
、
中
学
生
の
部

　
4
月
11
日
（
月
）

※
当
日
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
萩
原
治
長

日
　
時　
3
月
27
日（
日
）10
時
〜

会
　
場　
沼
田
ボ
ウ
ル

対
　
象　
町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
（
小
学
5
年
生
以
上
）

競
技
方
法　
男
女
混
成
の
3
人
1

チ
ー
ム
に
よ
る
チ
ー
ム
戦
（
3
人

×
3
ゲ
ー
ム
）
と
男
女
別
個
人
戦

＊
男
女
別
・
年
齢
別
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

1
チ
ー
ム　
3
0
0
0
円

個
人
参
加　
1
0
0
0
円

申
込
方
法　
3
月
18
日
（
金
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
事
務
局

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
将
希

開
催
日　
3
月
26
日
（
土
）

開
　
演　
14
時（
13
時
30
分
開
場
）

会
　
場　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
町
文
化
会
館
）　
大
ホ
ー
ル

出
　
演　

三
遊
亭
竜
楽
（
落
語
家
、
真
打
）

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
3
号

桂　
夏
丸
（
落
語
家
、
二
ツ
目
）

雷
門
音
助
（
落
語
家
、
二
ツ
目
）

三
遊
亭
ら
っ
好（
落
語
家
、前
座
）

入
場
料　
前
売
り
1
0
0
0
円

　
　
　
　
当
日　
1
2
0
0
円

※
前
売
券
は
、
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化

ホ
ー
ル
、
役
場
、
六
合
支
所
、

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
、
各
後
援
団
体

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
（
全
席

自
由
席
）

問
い
合
わ
せ　

　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
（
町

文
化
会
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
5
1
7
4

　
　
　
　
　
　
担
当　
木
暮
和
夫

第
3
回

美
野
原
花
マ
ラ
ソ
ン

中
之
条
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

第
14
回

町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第
7
回

な
か
ん
じ
ょ
寄
席

ス
ポ
ー
ツ

西
吾
妻
地
区
高
等
職
業
訓

練
校
入
校
生
募
集

催
　
し

町観光大使 三遊亭竜楽師匠町観光大使 三遊亭竜楽師匠町観光大使 関太さん（右）
タイムマシーン3号

町観光大使 関太さん（右）
タイムマシーン3号
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真
田
純
子
さ
ん
講
演
会

「
里
山
の
未
来
を
考
え
る
」

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

除
籍
本
の
販
売
会

Information

～わが町の文化財～

畑の神地神さんと地神講
ふるさと
再発見
〈242〉

　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館
で
は
、

古
く
な
り
利
用
の
少
な
く
な
っ
た

図
書
の
販
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時
　
3
月
21
日
（
祝
）

　
　
　
　
11
時
〜
17
時

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

価
　
格
　
1
冊
50
円

＊
1
人
5
冊
ま
で
と
し
ま
す
。

対
象
図
書
　
料
理
本
・
小
説
な
ど

約
1
0
0
0
冊

問
い
合
わ
せ

　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
5

　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
啓
一
郎

　
山
里
テ
ー
マ
パ
ー
ク
部
会
で

は
、
農
村
の
景
観
保
全
を
研
究
す

る
真
田
純
子
さ
ん
（
東
京
工
業
大

学
大
学
院
准
教
授
）
を
招
い
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
真
田
さ
ん
は
、
美
し
い
農
村
景

観
を
守
る
た
め
に
は
、
農
業
が
持

続
で
き
る
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
、
農
業
の
活
性

化
や
農
地
の
石
積
み
修
復
を
主
に

研
究
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年

に
開
始
し
た
「
石
積
み
学
校
」

で
、
石
積
み
の
技
術
を
継
承
し
な

が
ら
修
復
を
行
い
、
翌
年
、
地
域

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
美
し
い
農
村
景
観
を
抱
え
る
当

町
に
即
し
た
話
を
伺
い
ま
す
。

日
　
時
　
3
月
13
日（
日
）14
時
〜

場
　
所
　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
つ
む
じ
　
つ
む
じ
ホ
ー
ル

申
込
方
法
　
3
月
11
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
入
場
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
里
テ
ー
マ
パ
ー
ク
部
会
事
務

局
（
役
場
観
光
商
工
課
内
）

　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
唐
澤
直
子

つ
ち
の
え

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメ
ール配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み
込んで何も入力しない空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが読み込めない場合は、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.jpにメールを送っ
てください。

問い合わせ 役場企画政策課企画調整係
☎75・8846（直通）

　
写
真（
右
）は
折
田
、
森
上
地
区
の
地
神
講
で
掛

け
軸
に
描
か
れ
た
地
神
さ
ん
で
す
。
写
真（
左
）は

大
道
、
囀
石
で
昨
年
春
の
地
神
講
の
様
子
で
す
。

　『
民
俗
の
神
々
』
（
み
や
ま
文
庫
）
に
「
畑
の

神
は
地
神
様
と
呼
ば
れ
」
、
「
石
碑
類
で
は
堅
牢

地
神
と
あ
る
」
、
「
堅
牢
地
神
は
仏
教
の
土
地
の

神
」
、
地
神
は
「
畑
の
一
隅
な
ど
に
祀
ら
れ
て
い

る
」
と
記
し
、
地
神
は
土
地
の
神
で
、
狭
義
で
は

畑
の
神
と
い
え
ま
す
。

　
上
沢
渡
の
蛇
野
集
落
の
老
婦
人
か
ら
「
地
神
さ

ん
は
畑
の
神
」
、
「
作
物
を
植
え
ず
に
残
さ
れ
た

畑
や
水
田
の
隅
は
地
神
さ
ん
の
休
み
場
」
等
の
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。
若
い
頃
、
四
万
湖
岸
で
畑
仕

事
の
邪
魔
だ
と
拾
い
出
さ
れ
た
石
が
積
ま
れ
、
そ

の
上
に
自
然
石
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

古
老
に
聞
く
と
、
「
こ
こ
は
地
神
さ
ん
が
祀
ら
れ

て
い
る
所
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
入
山
の
古

老
か
ら
は
「
地
神
さ
ん
は
百
姓
の
神
様
」
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　『
続
六
合
村
誌
』
や
『
中
之
条
町
の
石
造
物
』

に
は
、
江
戸
時
代
末
〜
明
治
の
地
神
を
祀
る
塔
が

中
之
条
地
区
に
12
基
、
六
合
地
区
に
1
基
あ
り
、

堅
牢
地
神
の
塔
が
9
基
、
地
神
塔
が
3
基
あ
り
ま

す
。

　
以
前
、
多
く
の
農
村
で
彼
岸
の
社
日
（
中
日
に

一
番
近
い
戊
の
日
）
に
地
神
講
を
行
い
ま
し
た
が
、

時
代
の
流
れ
で
減
少
し
ま
し
た
。
今
も
行
っ
て
い

る
の
は
横
尾
の
栃
瀬
と
栃
窪
の
稲
荷
穴
で
す
。

　
森
上
地
区
は
折
田
神
社
の
西
側
で
、
今
も
十
数

戸
が
参
加
し
て
春
秋
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は

当
番
の
家
（
宿
）
で
し
た
が
、
平
成
4
年
か
ら
集

落
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
14
日
の
秋
葉

神
社
の
お
日
待
ち
の
時
に
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

宿
で
地
神
講
を
行
っ
た
頃
は
手
作
り
の
食
べ
物
が

出
ま
し
た
が
、
今
は
主
に
買
っ
た
物
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
森
上
地
区
の
地
神
講
を
、
町
教
育
委
員
会
編

『
ふ
る
さ
と
の
行
方
』
に
「
春
は
豊
作
を
祈
っ
て

農
神
を
送
り
出
し
、
秋
は
農
神
の
帰
着
を
祝
い
収

穫
を
感
謝
す
る
行
事
」
と
記
し
ま
す
。
地
神
講
の

参
加
者
は
、
先
ず
掛
け
軸
（
一
升
枡
を
持
ち
種
蒔

き
姿
の
地
神
様
、
明
治
12
年
9
月
社
日
に
伊
東

（
起
原
）
蘭
斎
が
描
い
た
絵
）
を
拝
み
、
線
香
を

立
て
ま
す
。
秋
に
は
小
さ
な
花
瓶
に
稲
穂
や
薄
、

山
萩
を
生
け
ま
す
。
明
治
6
年
9
月
23
日
の
『
蘭

斎
日
記
』
に
「
朝
よ
り
大
雨
。
今
日
社
日
」
と
あ

り
、
当
時
か
ら
地
神
講
は
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
囀
石
の
地
名
は
吾
妻
七
ツ
石
の
一
つ
囀
石
に
由

来
し
ま
す
。
今
は
春
の
み
で
す
が
、
当
た
り
日
の

社
日
に
当
番
の
家
に
集
ま
り
地
神
講
を
行
い
ま
す
。

宿
で
は
堅
牢
地
神
と
二
宮
尊
徳
の
教
え
報
徳
訓
の

掛
け
軸
を
掛
け
、
来
た
方
は
掛
け
軸
を
拝
み
ま
す
。

講
で
は
最
初
に
、
地
内
の
新
年
度
の
伍
長
（
班
長

職
）
等
の
役
員
を
決
め
、
そ
の
後
の
飲
食
で
親
睦

を
深
め
ま
す
。
以
前
は
宿
で
煮
染
め
料
理
等
を
用

意
し
ま
し
た
が
、
今
は
買
っ
た
物
を
出
し
て
い
ま

す
。
　

  

農
家
以
外
の
家
が
多
く
な
り
、
地
神
講
は
地
域

の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
専
門
委
員
　
田
村
正
勝
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六合温泉医療センターでの
3年間を振り返って

健 康康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

3月の当番医

6日㈰
（６４）２１３６
（９７）３８００

内科

外科
夜間

四万診療所
桜井クリニック

21日㈷

（７５）３０５５
（８８）７６１１

内科

外科
夜間

吾妻さくら
草津温泉松岡医院

（68）2711日赤

（68）2711日赤 （８３）７１１１西吾妻福祉病院（７５）３０５５吾妻さくら
13日㈰

（６８）２１０３
（８５）２２５９

内科

外科
夜間

加地医院
長野原診療所 20日㈰

（７６）３４３５
（８８）４３２１

内科

外科
夜間

しまだ医院
草津こまくさ病院

（７５）３０５５吾妻さくら
27日㈰

（７５）２２３０
（８２）２１８８

内科

外科
夜間

後藤医院
長生病院

　

自
治
医
科
大
学
卒
業
生
と
し
て

六
合
で
の
3
年
間
の
へ
き
地
勤
務

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
3

年
間
で
感
じ
た
こ
と
を
書
き
ま
す
。

　

赴
任
し
て
か
ら
診
療
所
近
く
の

医
師
官
舎
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

赴
任
し
た
て
の
頃
は
診
療
所
周
辺

に
店
は
お
ろ
か
民
家
す
ら
な
い
こ

と
に
大
変
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

単
身
赴
任
だ
っ
た
た
め
、
夜
の
静

寂
と
時
折
聞
こ
え
て
く
る
動
物
の

鳴
き
声
や
足
音
に
恐
怖
を
感
じ
た

こ
と
は
良
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

六
合
で
の
診
療
は
ほ
と
ん
ど
の

患
者
さ
ん
が
慢
性
疾
患
で
す
。
多

く
は
高
齢
者
で
あ
り
、
1
人
の
患

者
が
多
く
の
病
気
を
抱
え
て
い
る

場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

る
程
度
は
1
人
の
医
師
が
患
者
の

病
気
全
て
を
把
握
し
て
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
専
門
の

病
院
に
行
く
に
し
て
も
六
合
か
ら

は
ど
こ
も
遠
い
で
す
。
そ
の
中
で

い
か
に
当
院
だ
け
で
解
決
で
き
る

か
を
常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

当
院
に
は
併
設
す
る
老
健
施
設
が

あ
り
、
こ
れ
が
当
時
は
悩
み
の
種
で

し
た
。
病
院
で
あ
れ
ば
入
院
の
上
で

治
療
を
行
い
ま
す
が
、
老
健
で
は
病

院
と
同
じ
医
療
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
す
。
し
か
し
、
入
所
者
が
入
院
せ

ず
に
老
健
で
平
穏
な
日
々
を
送
る
た

め
に
は
、
あ
る
程
度
は
入
院
と
同
じ

よ
う
な
医
療
を
行
う
こ
と
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
養
う
の
に
は
時
間
を
要
し
ま

し
た
が
、
こ
の
経
験
が
私
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

初
め
の
う
ち
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
や
当
院
ス

タ
ッ
フ
の
人
柄
・
優
し
さ
で
何
と
か

こ
こ
ま
で
勤
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
3
年
間
と
い

う
短
い
間
で
し
た
が
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

六
合
診
療
所　
高
瀬
貴
章

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更する場合があります
ので、ご確認のうえ受診く
ださい。

3月　六合診療所　外来診療医師

出張診療（括弧内は担当医師）
午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日日土金木水火月

休診午前

休診午後

65

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

1312111097 8

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

201918171614 15

休診高瀬山本藤原休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

272625242321 22

山本藤原高瀬午前

休診午後 休診

休診

休診休診

313028 29

休診

休診

4

休診

高瀬

3

休診

山本

2

休診

休診

1

休診

藤原

2日
9日
16日
23日
30日

小　雨（高瀬）
田代原（高瀬）
小　雨（高瀬）
赤　岩（高瀬）
休み

湯久保（高瀬）
赤　岩（高瀬）
広　池（高瀬）
休み
休み
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Information

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
1
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，051
8，328
8，723
6，788

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２8年2月１日現在

窓口窓口

ー348

ー169

ー179

ー103

ー17.

ー14.

ー3.

ー2.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
1
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

問い合わせ　役場企画政策課　企画調整係
　　　　　　☎75・8846（直通）　担当　福田由香

※㈱ホープ調べ

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとの負担となります。
※広告が表示されますが、町とは何ら関係ありません。

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

3
（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

4月3日（日） 住民福祉課日曜日窓口開設（8時30分～12時30分）
4月4日（月） 教習所休所日・文化会館休館日・図書館休館日
4月7日（木） 博物館休館日
※各種相談日の日程は、21ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休

管内小学校卒業式
予防接種（ヒブ）（受付：13時30分～13時40分）
予防接種（ヒブと小児肺炎球菌）
（受付：13時40分～14時10分）
管内小中学校修了式
管内保育所修了式
4か月児健診（受付：13時10分～13時25分）
6か月児相談・BCG接種（受付：13時30分～13時45分）

公共料金納期限

すくすく広場
（10時～11時30分、六合保健センター）
1歳6か月児健診（受付：13時10分～13時30分）

第14回町民ボウリング大会（沼田ボウル）
岩本太々神楽（岩本諏訪神社）

管内幼稚園修了式
ぷちくらぶ
（10時～11時30分、中之条町保健センター）

六合芸能発表会（9時～、六合支所）

管内中学校卒業式

春分の日
平獅子舞（平毘沙門天）

振替休日
西中之条太々神楽・獅子舞（柴宮神社）

歴史と民俗の博物館ミュゼ企画展
（～15日）

申告相談開庁日
（9時～11時30分、13時～16時、役場）
伊参地区卓球大会（総合体育館）

六合こども園修了式
9～10か月児健診（受付：13時10分～13時30分）

2歳児歯科検診（受付：13時10分～13時25分）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時30分～13時45分）

予防接種（四種混合）
（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（水痘）（受付：14時～14時30分）

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休

休

休

休

休

休

休 休

休 休

休 休

◇ツインプラザ図書館へ
　・次亜塩素酸空間洗浄機１台

　　パナソニックＥＳ朝日株式会社　様

ご寄付ありがとうございました



発酵食のレシピ●47

たくわん5cm分 / 大根5cm分 / 大葉5枚 / ごま油適宜 / 七味適宜 / 炒りごま適宜

たくわんのサラダ

①たくわん、大根、大葉をせん切りにし、5分ほど水につける。
②①をザルに上げてよく水気を切り、器に盛り付けてごま油、七
味、炒りごまをかけてできあがり。たくわんの塩分や熟成具合
によっては、ナンプラー、酢などをかけてもおいしい。

Information
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※健康診査と予防接種の日程は、20ページ3月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

役場第2会議室法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士）

3月10日（木）　13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課3月11日（金）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室3月9日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室3月15日（火）

13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員等）

介護相談
（地域包括支援センター職員）

地域包括支援センター六合
☎95-5711六合温泉医療センター3月11日（金）

14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所3月3日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費生活相談 郡消費生活センター
☎75-1166

作り方

材料

町地域包括支援センター
☎75-8835

※事前に問い合わせくだ
　さい。

3月15日（火）・16日（水）
（予約制）

認知症の人と歩む会
（認知症の家族を介護する人同士の情報交換会）
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Close up!クローズアップ なかのじょう

合入山のネドフミとスゲ細工の技術
選択無形民俗文化財として文化審議会に答申六

　1月15日、国の文化審議会が、文化財分科会の
審議・議決を経て、「六合入山のネドフミとスゲ
細工の技術」を記録作成等の措置を講ずべき無形
の民俗文化財（国選択無形民俗文化財）とするよ
う文化庁長官に答申しました。
　これは、ネドフミが「自然の温泉を巧みに利用
した民俗技術」として全国的にも類例がなく、地
域的特色が顕著であること、また、山間地域にお
ける植物利用と生活用具製作の技術を理解する上
で貴重であることが評価されたものです。

　ネドフミは、入山地区に伝
承される植物原材料の調製技
術とそれを用材とした生活用
具の製作技術です。アルカリ
性の温泉にスゲ、イワシバ、
イワスゲ、ミヨガ（ミョウ
ガ）ガラなどの植物を一定期

間つけ、繊維を適度な柔らかさに整えます。
　地区の共有泉のある河原（尻焼温泉・花敷温泉）で
川床を掘り下げ、石で囲って湯だまりをつくり、その
なかに材料となるスゲなどを沈めて足で踏んだ後、10
日から2週間ほどつけ込み、天日で乾燥させます。こう
して整えた材料を用いて、冬の間、日常生活に使う各

種の用具が作られてきました。
　かつては入山地区の小字ごとにネドフミをする日が
決まっており、各字が順繰りにネドフミを行い、尻焼
温泉全面にスゲなどが浸るほどだったといいます。
　昭和50年代初めまでは、冬の朝、スゲを3束くくり
つけた背負子を背負って温泉に向かう老女の姿がよく
見られたそうです。
　現在は、ねどふみの里保存会により、厳冬期を除い
て、「こんこんぞうり」と「むしろ」を中心にスゲ細
工が伝承されています。
　町では、今回の選択を受け、ネドフミの貴重な民俗
文化の風習を記録に残すとともに、後継者の育成を図
っていきたいと考えています。

背負子を背負って温泉へ背負子を背負って温泉へ

ねどふみの里ねどふみの里スゲなどをつけ込む湯だまりスゲなどをつけ込む湯だまり
【写真提供：県教育委員会】【写真提供：県教育委員会】
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張っています！「中之条人」
中学生の活躍を紹介頑 　部活動などですばらしい活躍を見せてい

る中之条町の中学生。一部ですが、その頑
張りを紹介します。
（全国大会出場者のみ、敬称略）

之条中学校駅伝部  女子
県大会優勝！　関東大会第3位入賞！中

　1月16日、前橋市で開催された県中
学生新人駅伝競走大会で、中之条中学
校が6年ぶりに見事優勝。続いて出場
した関東近県中学生新人駅伝競走大会
（2月7日、山梨県）では、第3位入賞
を収める力走を見せました。
　新人大会での好成績。さらなる活躍
を期待しています。軽やかな走りに爽
やかな笑顔。勝利の女神も微笑むに違
いありません！

　中之条中２年竹和華さん、保科知里さん、六合中２年山口悠
一朗さんが、県選抜のメンバーとして出場します。竹和さん、
保科さん、山口さんの大活躍を期待しています！

左から、清水  琢馬、髙橋  凌晟、山西  唯斗、山本  竜也左から、清水  琢馬、髙橋  凌晟、山西  唯斗、山本  竜也

浦　侑穂（中之条中3年）浦　侑穂（中之条中3年）

大澤  佑介（中之条中3年）　　　＊群馬ジュニアバレーボールクラブメンバーとして出場大澤  佑介（中之条中3年）　　　＊群馬ジュニアバレーボールクラブメンバーとして出場

【第46回全国中学校卓球大会】
（8月21日～24日　宮城県利府町）　　　　　　　　☆女子個人戦　　　　　　1回戦
【平成27年度全日本卓球選手権大会（ジュニアの部）】
（1月11日　東京都渋谷区）　　　　　　　　　　　 ☆女子シングルス　　　　1回戦

【第46回全国中学校卓球大会】
（8月21日～24日　宮城県利府町）　　　　　　　　☆女子個人戦　　　　　　1回戦
【平成27年度全日本卓球選手権大会（ジュニアの部）】
（1月11日　東京都渋谷区）　　　　　　　　　　　 ☆女子シングルス　　　　1回戦

【第18回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会】
（9月21日～22日　大阪府大阪市）
　☆予選リーグ　　　　　 　1勝1敗
　☆クラス別決勝トーナメント2回戦

【第18回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会】
（9月21日～22日　大阪府大阪市）
　☆予選リーグ　　　　　 　1勝1敗
　☆クラス別決勝トーナメント2回戦

竹和　華竹和　華 保科  知里保科  知里 山口  悠一朗山口  悠一朗

【第42回全日本中学校陸上競技選手権大会】
（8月18日～21日　北海道札幌市）

【第27回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会】
（3月26日～28日　三重県伊勢市）

◎清水  琢馬（中之条中3年）
　☆共通男子3,000m予選　記録9分06秒19
　☆共通男子1,500m予選　記録4分13秒69
◎髙橋  凌晟（中之条中3年）
　☆棒高跳び　　　　　　　記録なし
◎山西  唯斗（中之条中3年）
　☆棒高跳び　　　　　　　記録なし
◎山本  竜也（中之条中2年）
　☆棒高跳び　　　　　　　記録なし

【敬称略】前列左から、木暮友里夏、中澤恋、小室瀬南、髙橋里奈、黒﨑慶奈、
後列左から、安原菜々子、青木森音、蟻川ひなの
【敬称略】前列左から、木暮友里夏、中澤恋、小室瀬南、髙橋里奈、黒﨑慶奈、
後列左から、安原菜々子、青木森音、蟻川ひなの
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フォントを採用しています。

　縁結びのお不動様『摩耶不動』と摩耶姫伝説にちなんで開催される摩耶姫祭り。四万温泉の旅館と
商店27店舗で、手作りつるし雛・お雛様などが見学できます（3月15日まで）。
　3月6日（日）には福餅つきや無料の射的・紙芝居などを楽しめる「摩耶姫ちゃん会」も開催します
（10～12時）。地元産の酒粕で作ったおいしい甘酒の振舞いがあり、豆雛を使ったオリジナルスト
ラップづくりの体験もできるイベントです。
問い合わせ　（一社）四万温泉協会　☎64・2321

No.24　四万温泉　摩耶姫祭り
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香りや味も楽しめるハーブの庭
　花の駅美野原ハーブ館では、花の美しさだけでなく、食べられる花＝エ
ディブルフラワーや香水の原料となる花など多くのハーブが栽培されていま
す。3月はジャスミンが見頃を迎えます。

見学・体験ツアーの
参加者を募集中！

◆ラムサール条約登録地を歩く！
　チャツボミゴケ公園スノーシューハイキング（日帰り）
　3月31日（木）まで連日募集中（3日前までの予約が必要）
問い合わせ  観光協会  ☎75・8814 旅なかのじょう 検索

香水の原料として知られるヘリオトロープ香水の原料として知られるヘリオトロープ

手作りつるし雛手作りつるし雛 ストラップづくりストラップづくり




